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書
評

中
溝
和
弥 

著

『
イ
ン
ド
　
暴
力
と
民
主
主
義
―
―
一
党

優
位
支
配
の
崩
壊
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
政
治
』

（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）

増
原
綾
子
（
亜
細
亜
大
学
准
教
授
）

イ
ン
ド
は
、
独
立
以
来
、
ご
く
一
時
期
を
除
い
て
は
民
主
主
義
体

制
が
継
続
し
て
き
た
ア
ジ
ア
で
も
稀
有
な
国
で
あ
る
。
宗
教
や
カ
ー

ス
ト
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
た
巨
大
な
社
会
を
、
強
権
を
用
い
ず
に
国

家
が
統
治
し
て
き
た
こ
と
は
驚
嘆
に
値
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ

ン
ド
の
民
主
主
義
は
暴
力
と
隣
り
合
わ
せ
で
あ
る
。
宗
教
や
カ
ー
ス

ト
を
め
ぐ
っ
て
起
こ
る
激
し
い
暴
動
は
、
イ
ン
ド
の
も
う
一
つ
の

荒
々
し
い
姿
で
も
あ
る
。
昨
今
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
が
イ
ン
ド
内

外
で
大
き
く
報
じ
ら
れ
、
批
判
が
巻
き
起
こ
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
新

し
い
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
に
暴
力
と
民
主
主
義
が
共
存
す
る
イ
ン
ド
の

政
治
に
真
っ
向
か
ら
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
民
主
主

義
は
、
独
立
時
の
国
民
会
議
派
を
中
心
と
し
た
一
党
優
位
的
な
政
党

シ
ス
テ
ム
か
ら
、
現
在
の
競
合
的
多
党
シ
ス
テ
ム
へ
と
変
容
す
る
な

か
で
進
化
を
遂
げ
て
き
た
。
こ
の
進
化
は
、
宗
教
や
カ
ー
ス
ト
と

い
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
く
暴
力
を
伴
っ
て
お
り
、
そ
こ

に
は
参
加
と
代
表
の
拡
大
が
政
治
に
暴
力
を
も
た
ら
し
、
暴
力
が
さ

ら
な
る
参
加
を
促
す
と
い
う
、
イ
ン
ド
政
治
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
書
の
魅
力
は
、
ま
さ
に
そ
の
イ
ン
ド
政
治
の

ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
正
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

ま
ず
、
本
書
の
議
論
の
骨
子
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。
著
者

は
、
一
九
八
九
年
の
総
選
挙
を
イ
ン
ド
の
政
党
シ
ス
テ
ム
が
競
合
的

多
党
制
へ
と
変
化
し
た
分
水
嶺
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
選

挙
と
同
時
期
に
起
こ
っ
た
北
イ
ン
ド
の
ビ
ハ
ー
ル
州
で
の
バ
ー
ガ
ル

プ
ル
暴
動
に
注
目
し
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
暴
動
と
の
関
連
性

を
分
析
し
た
。
ラ
ジ
ー
ヴ
・
ガ
ン
デ
ィ
ー
首
相
率
い
る
国
民
会
議
派

政
権
が
バ
ー
ガ
ル
プ
ル
暴
動
の
鎮
圧
に
失
敗
し
、
暴
力
が
拡
大
し
た

こ
と
が
、
暴
動
の
主
な
犠
牲
者
と
な
っ
た
ム
ス
リ
ム
に
よ
る
国
民
会

議
派
か
ら
の
離
反
を
招
き
、
そ
れ
が
同
時
期
に
行
わ
れ
た
選
挙
で
会

議
派
が
敗
北
す
る
重
要
な
要
因
の
一
つ
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
会

議
派
を
中
心
と
し
た
政
党
シ
ス
テ
ム
が
崩
れ
、
よ
り
競
合
的
な
多
党

制
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。

以
下
、
本
書
の
概
要
を
見
て
い
こ
う
。

独
立
後
の
イ
ン
ド
の
政
党
シ
ス
テ
ム
は
、
①
一
九
四
七
年
か
ら
一

九
六
七
年
ま
で
の
国
民
会
議
派
に
よ
る
一
党
優
位
制
（
会
議
派
シ
ス

テ
ム
）
期
、
②
一
九
六
七
年
か
ら
一
九
八
九
年
ま
で
の
会
議
派
と
野

党
が
対
峙
す
る
二
極
状
態
（
会
議
派
―
野
党
シ
ス
テ
ム
）
期
、
③
会
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議
派
の
退
潮
に
よ
っ
て
生
じ
た
一
九
八
九
年
以
降
の
競
合
的
多
党
制

期
、
の
三
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
本
書
の
問
題
提
起
は
、
②
か
ら
③
へ

の
変
化
、
す
な
わ
ち
二
極
的
な
会
議
派
―
野
党
シ
ス
テ
ム
が
、
な

ぜ
、
ど
の
よ
う
に
競
合
的
多
党
制
へ
と
変
化
し
た
の
か
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
先
行
研
究
は
、
こ
の
変
化
に
つ
い
て
、
会
議
派
の
組
織
的

後
退
、
イ
ン
ド
社
会
の
亀
裂
、
宗
教
や
カ
ー
ス
ト
と
い
っ
た
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
に
基
づ
く
政
党
の
台
頭
、
政
治
的
競
争
へ
の
暴
動
の
利

用
、
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
仮
説
を
提
示
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

れ
ら
は
先
の
問
い
に
対
す
る
十
分
な
答
え
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
筆

者
は
「
暴
動
へ
の
対
処
法
」
と
い
う
概
念
を
、
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変

化
を
説
明
す
る
た
め
の
重
要
な
変
数
と
し
て
提
示
す
る
。

①
の
時
期
に
お
い
て
は
、
国
民
会
議
派
が
上
位
カ
ー
ス
ト
の
地
主

を
通
じ
て
後
進
・
指
定
カ
ー
ス
ト
の
小
作
人
・
農
業
労
働
者
を
会
議

派
に
動
員
す
る
戦
略
モ
デ
ル
が
有
効
に
機
能
し
た
。
し
か
し
、
②
の

時
期
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
本
格
化
し
た
緑
の
革
命
で
後
進
・
指
定

カ
ー
ス
ト
が
経
済
的
に
上
昇
し
、
以
前
よ
り
も
地
主
か
ら
自
立
的
に

な
っ
た
こ
と
を
背
景
に
し
て
、
社
会
主
義
政
党
が
公
務
員
職
留
保
制

度
の
実
現
を
掲
げ
て
後
進
カ
ー
ス
ト
の
支
持
調
達
（
カ
ー
ス
ト
動
員

戦
略
）
に
一
定
程
度
成
功
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
会
議
派
の
地
主
動

員
戦
略
は
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
会
議
派
は
上
位
カ
ー
ス
ト
と

指
定
カ
ー
ス
ト
・
宗
教
的
少
数
派
と
い
う
社
会
の
上
層
と
下
層
か
ら

支
持
を
動
員
す
る
「
端
の
連
合
」
モ
デ
ル
を
採
用
す
る
よ
う
に
な
っ

た
が
、
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
イ
ン
ド
人
民
党
が
ア
ヨ
ー
デ
ィ
ヤ

問
題
な
ど
を
利
用
し
て
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
票
を
動
員
す
る
宗
教
動
員
戦
略

を
本
格
化
さ
せ
る
と
、
会
議
派
は
後
進
カ
ー
ス
ト
の
支
持
を
取
り
戻

す
た
め
に
宗
教
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
争
点
化
す
る
戦
略
を
採
る
よ

う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
人
民
党
の
よ
う
に
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
直
接
訴
え
る
こ
と
は
「
端
の
連
合
」
モ
デ
ル
を
支
え
て

き
た
ム
ス
リ
ム
な
ど
宗
教
的
少
数
派
の
支
持
を
失
う
こ
と
に
な
る
た

め
、
会
議
派
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
、
ム
ス
リ
ム
双
方
に
対
し
て
宥
和
的
な

宗
教
動
員
政
策
（
亜
流
宗
教
動
員
戦
略
）
を
採
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
戦
略
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
ト
の
行
動

を
煽
る
こ
と
に
な
り
、
ビ
ハ
ー
ル
州
バ
ー
ガ
ル
プ
ル
市
で
は
大
規
模

な
暴
動
が
起
き
た
。
ラ
ジ
ー
ヴ
政
権
が
暴
動
鎮
圧
の
た
め
に
断
固
た

る
処
置
を
採
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
暴
動
が
周
辺
の
農
村
部
に
も
拡
大

し
て
一
ヶ
月
以
上
に
わ
た
っ
て
続
き
、
結
果
と
し
て
標
的
と
な
っ
た

ム
ス
リ
ム
を
中
心
に
一
〇
〇
〇
名
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
ム
ス

リ
ム
は
暴
動
鎮
圧
に
曖
昧
な
態
度
を
取
っ
た
会
議
派
政
権
に
強
い
不

信
を
抱
き
、
直
後
に
行
わ
れ
た
下
院
選
挙
、
州
議
会
選
挙
で
は
ム
ス

リ
ム
票
が
会
議
派
か
ら
離
れ
、
同
党
は
決
定
的
な
敗
北
を
喫
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
会
議
派
と
野
党
の
二
極
的
な
政
党
シ
ス
テ
ム
は
終
わ

り
、
よ
り
競
合
的
な
多
党
制
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
〇
年
に
ビ
ハ
ー
ル
州
で
は
ラ
ル
ー
州
政
権
が
成
立
し
た
。

同
政
権
は
後
進
カ
ー
ス
ト
の
ヤ
ー
ダ
ヴ
を
支
持
勢
力
と
す
る
ジ
ャ
ナ

タ
ー
・
ダ
ル
を
与
党
と
し
た
。
ラ
ル
ー
州
首
相
は
、
イ
ン
ド
人
民
党

が
起
こ
し
た
宗
教
動
員
（
山
車
行
進
）・
暴
動
に
強
い
態
度
で
臨
み
、
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暴
動
を
早
期
に
抑
え
込
ん
だ
こ
と
で
、
一
九
九
一
年
の
下
院
選
挙
で

ム
ス
リ
ム
票
を
つ
な
ぎ
と
め
て
勝
利
を
収
め
た
。
一
九
九
二
年
に
起

き
た
宗
教
暴
動
で
あ
る
シ
ー
タ
マ
リ
ー
暴
動
の
際
に
も
暴
動
の
鎮
圧

に
成
功
し
て
い
る
。
同
政
権
は
、
後
進
カ
ー
ス
ト
が
上
位
カ
ー
ス
ト

を
襲
撃
す
る
マ
ン
ダ
ル
暴
動
に
対
し
て
は
曖
昧
な
態
度
を
取
り
、
ま

た
公
務
員
職
留
保
制
度
を
後
進
カ
ー
ス
ト
が
有
利
に
な
る
よ
う
に
実

施
し
て
農
村
に
お
け
る
後
進
・
指
定
カ
ー
ス
ト
の
地
位
を
上
昇
さ
せ

た
こ
と
で
、
上
位
カ
ー
ス
ト
の
支
持
は
失
っ
た
も
の
の
、
後
進
カ
ー

ス
ト
の
う
ち
ヤ
ー
ダ
ヴ
の
支
持
を
長
期
に
わ
た
り
受
け
た
。
こ
れ
ら

の
結
果
、
ラ
ル
ー
州
政
権
は
ヤ
ー
ダ
ヴ
お
よ
び
ム
ス
リ
ム
の
支
持
に

よ
り
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
五
年
ま
で
一
五
年
間
に
わ
た
り
政

権
を
維
持
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
見
て
き
た
通
り
、
ビ
ハ
ー
ル
州
の
事
例
で
は
、
暴
動
へ

の
州
政
権
の
対
処
法
が
そ
の
後
行
わ
れ
た
選
挙
に
お
け
る
有
権
者
の

投
票
行
動
に
影
響
を
与
え
、
選
挙
結
果
を
左
右
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
こ
と
が
政
党
シ
ス
テ
ム
を
競
合
的
多
党
制
へ
と
変
容
さ
せ
る
重
要

な
要
因
の
一
つ
に
な
っ
た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
が

本
書
の
概
要
で
あ
る
。

本
書
の
意
義
は
数
多
く
あ
る
が
、
そ
の
中
で
も
評
者
が
と
く
に
強

調
し
た
い
の
は
、
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
つ
は
、
ミ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル

で
の
大
量
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
デ
ー
タ
を
駆
使
し
つ
つ
、
政
党
シ
ス

テ
ム
の
変
容
と
い
う
マ
ク
ロ
・
レ
ベ
ル
の
政
治
変
動
を
説
明
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
は
ビ
ハ
ー
ル
州
に
お
い
て

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
重
ね
、
本
書
の
実
証
部
分
を
構
成
す
る
材
料

集
め
を
行
っ
た
。
あ
と
が
き
で
は
、
博
士
論
文
を
本
書
へ
と
改
訂
し

て
い
く
過
程
で
実
証
部
分
を
削
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
削
除
し
た
後
で
す
ら
実
証
部
分
の
記
述
に
は
圧
倒

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
と
く
に
、
暴
動
の
勃
発
・
展
開
・
収
拾
過
程

を
詳
細
に
論
じ
た
箇
所
は
、
暴
動
と
い
う
政
治
現
象
を
多
面
的
に
捉

え
よ
う
と
す
る
著
者
の
執
念
を
感
じ
さ
せ
る
緻
密
な
構
成
に
な
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
細
か
い
実
証
分
析
を
積
み
重
ね
な
が
ら
も
、
政

党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
を
解
明
す
る
と
い
う
軸
に
ブ
レ
が
生
じ
る
こ
と

は
全
く
な
い
。
地
域
研
究
と
政
治
学
と
い
う
二
つ
の
研
究
手
法
が
見

事
に
融
合
し
て
、
作
品
が
完
成
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

本
書
の
も
う
一
つ
の
意
義
は
、
政
治
変
動
の
説
明
変
数
と
し
て
の

「
暴
動
へ
の
対
処
法
」
概
念
の
提
示
で
あ
る
。
著
者
も
述
べ
る
通

り
、
暴
動
を
め
ぐ
る
先
行
研
究
は
、
な
ぜ
暴
動
が
起
こ
っ
た
の
か
を

問
う
て
議
論
を
展
開
す
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。
ゆ
え
に
、

暴
動
の
終
わ
り
方
に
よ
っ
て
有
権
者
の
投
票
行
動
が
左
右
さ
れ
、
そ

の
後
の
政
治
に
具
体
的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
、
本
書
が
実
証

し
て
み
せ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
。
イ
ン
ド
研
究
へ
の
貢
献
は
も

ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
以
外
の
発
展
途
上
国
に
お
け
る
民
主
主

義
と
暴
力
を
め
ぐ
る
研
究
に
対
す
る
貢
献
も
期
待
で
き
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
暴
動
へ
の
対
処
法
」
と
い
う
説
明
変
数
に
つ

い
て
は
、
概
念
の
さ
ら
な
る
精
緻
化
と
い
う
作
業
が
必
要
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
著
者
は
終
章
の
末
尾
で
、
西
北
イ
ン
ド
の
グ
ジ
ャ
ラ
ー



256

ト
州
で
二
〇
〇
二
年
に
起
こ
っ
た
宗
教
暴
動
で
は
州
政
権
が
積
極
的

に
暴
動
に
関
与
し
、
し
か
も
暴
動
後
、
州
政
権
を
担
う
与
党
は
選
挙

で
勝
利
し
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
政
権
を
維
持
し
て
い
る
と
述
べ

る
。
つ
ま
り
、
ビ
ハ
ー
ル
で
は
暴
動
鎮
圧
に
失
敗
し
た
現
職
政
権
は

選
挙
で
負
け
、
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
で
は
暴
動
を
鎮
圧
し
な
か
っ
た
ど
こ

ろ
か
積
極
的
に
そ
れ
に
関
与
し
た
現
職
政
権
が
選
挙
で
勝
利
す
る
と

い
う
反
対
の
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド
政
治
の

複
雑
さ
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、「
暴
動
へ
の
対
処
法
」
と
い
う
説

明
変
数
の
効
き
方
を
決
め
る
の
は
ど
う
い
っ
た
条
件
な
の
だ
ろ
う
か

と
い
う
疑
問
も
湧
い
て
く
る
。

ま
た
、
こ
れ
だ
け
多
様
性
が
あ
る
イ
ン
ド
政
治
に
お
い
て
、
全
国

レ
ベ
ル
で
の
政
治
変
動
と
地
域
・
州
レ
ベ
ル
で
の
政
治
過
程
は
ど
の

よ
う
に
結
び
つ
い
て
く
る
の
か
、
と
い
う
別
の
疑
問
も
生
じ
る
。
全

国
レ
ベ
ル
で
の
政
治
変
動
と
地
域
・
州
レ
ベ
ル
で
の
政
治
過
程
を
つ

な
ぐ
ロ
ジ
ッ
ク
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ビ
ハ
ー
ル
州
の
事
例
分
析
に

よ
っ
て
イ
ン
ド
の
政
党
シ
ス
テ
ム
の
変
容
を
説
明
で
き
る
と
す
れ

ば
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
考
え
れ
ば

よ
い
の
か
。

こ
れ
ら
の
疑
問
は
い
ず
れ
も
、
本
書
の
射
程
の
広
さ
ゆ
え
に
生
じ

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
が
イ
ン
ド
の
民
主
主
義
と
暴
力
を
め
ぐ
っ
て

提
起
し
た
問
い
と
分
析
は
、
発
展
途
上
国
の
民
主
主
義
を
研
究
す
る

す
べ
て
の
人
間
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
増
原
綾
子（
ま
す
は
ら
・
あ
や
こ
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
亜
細
亜
大
学
国
際
関
係
学
部
多
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
・
准
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
六
九
年
、
東
京
都
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
比
較
政
治
学
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
研
究
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
第
三
国
際
関
係
論
専
攻
、
東
京

大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
国
際
社
会
科
学
修
士
課
程
・
博
士
課
程
。

⑥
職
歴
…
…
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
技
術
補
佐
員（
着
任
時
・
三
五

歳
）、
東
京
大
学
教
養
学
部
地
域
文
化
研
究
専
攻
ア
ジ
ア
分
科
教
務
補

佐
員（
着
任
時
・
三
七
歳
）、
亜
細
亜
大
学
国
際
関
係
学
部
専
任
講
師（
着

任
時
・
三
九
歳
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
イ
ン
ド
ネ
シ
ア（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
大
学
日
本
研
究
セ

ン
タ
ー
客
員
研
究
員
、
三
〇
歳
、
二
年
三
ヶ
月
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
地
域
研
究
と
比
較
政
治
学
を
主
な
研
究
手
法
と
す
る
。
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
の
資
料
・
デ
ー
タ
を
読
み
解
き
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
を
専
門
と
す
る
研
究
者
と
の
対
話
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
、
比
較

政
治
学
と
い
う
共
通
の
土
俵
で
議
論
す
る
こ
と
を
心
が
け
て
研
究
し
て

い
る
。

⑨
所
属
学
会
…
…
東
南
ア
ジ
ア
学
会
、
日
本
比
較
政
治
学
会
、
ア
ジ
ア
政

経
学
会
、
日
本
国
際
政
治
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
一
九
九
八
年
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ス
ハ
ル
ト
独
裁

体
制
崩
壊
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
治
の
語
り
方
の
み
な
ら
ず
、
発
展
途
上

国
の
政
治
を
見
る
視
線
も
変
化
し
た
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
ジ
ョ
ン
・
ウ
ィ
ー
ラ
ー
＝
ベ
ネ
ッ
ト『
権
力
の
ネ
メ
シ
ス

―
―
国
防
軍
と
ヒ
ト
ラ
ー
』山
口
定
訳
、み
す
ず
書
房
、一
九
六
一
年（John 
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